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 「しまかぜ－食育アイランド通信－」             3／12／9    171号 

 

                農林水産省九州農政局 消費・安全部 消費生活課 

▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲ 

「しまかぜ－食育アイランド通信－」は九州地域で様々な食育に取り組む方々の情報発信と

ネットワークづくりを支援するためのメールマガジンです。 

【1】九州農政局からのお知らせ 

〇「久留米大学の学生と一緒に考える食育ワークショップ」を開催しました 

〇学校給食用等政府備蓄米の交付について 

○「学校給食シンポジウム～地場産物の使用拡大に向けて～」の見逃し配信を開始しました！ 

○「みどりの食料システム戦略」を策定しました（再掲） 

○新型コロナウイルス感染症対策情報について 

 ○九州農政局「消費者の部屋」特別展示について 

【2】食育イベントのご案内 

【3】食育一口メモ  

【4】編集部からのお知らせ 

○「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

○教育ファームのご紹介 

○子供食堂に関する情報提供のお願い 

********************************************************************************** 

【1】九州農政局からのお知らせ 

〇 「久留米大学の学生と一緒に考える食育ワークショップ」を開催しました 

   九州農政局では、食に関する意識を高め、健全な食生活の実践を促すことを目的として、

令和元年度から「食育ワークショップ」を開催しています。 

  「あなたの体はあなたのモノだけど、あなただけのものじゃない！！」をテーマに、佐藤

弘氏（西日本新聞社記者）による講話や、福々亭金太郎氏（食育落語家）を交えた問題提起

について、参加者同士が意見交換をしながら、楽しく、分かりやすく食育を学んでいただき

ました。 

今回は、久留米大学との共催により、久留米大学の学生を中心に、会場とオンラインで同

時に、約 240名の方々に参加していただきました。 

※詳しくは、以下の九州農政局ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/211107.html 

 

○ 学校給食用等政府備蓄米の交付について 

農林水産省では、児童・生徒等に「米の備蓄制度」、「ごはん食の重要性」を理解していた

だくために、学校給食等に使用する米の一部に対し政府備蓄米を無償または有償で交付して

います。 

今般、新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、従来までの学校給食における政府備蓄米

https://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/211107.html
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無償交付制度の枠組みの下、子ども食堂等や子ども宅食においても食育の一環として取組を

拡大し、無償交付を行っているところです。 

この度、第４回目の申請受付が１月から始まります（令和４年１月４日（火）～令和４年

２月 11 日（金））のでお知らせします。 

なお、第４回目の申請から、食事提供団体（子ども食堂等）の申請１回当たりの上限数量

を、これまでの 90Kg から 120Kg に引き上げます。今後、このための交付要領の一部改

正を行いますので、ご注意願います。 

※詳しくは、以下のURL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html 

 

○ 食と農林水産業のサステナブルな取組動画を募集します！（農林水産省・消費者庁・環境

省） 

食と農林水産業の持続可能な生産・消費を広めるための活動を推進する「あふの環（わ）

プロジェクト」では、食や農林水産業に関わる持続可能なサービス・商品を扱う地域・生産

者・事業者の取組を分かりやすく紹介する 3 分程度の動画作品を募集します。 

  特に優秀な作品については農林水産大臣賞を授与します（表彰区分については後日ホー

ムページへ掲載予定）。受賞作品については、農林水産省ホームページや公式 YouTube チ

ャンネルで紹介するほか、農林水産省、消費者庁、環境省の様々な展示イベント等で発信し

ていきます。また、一部作品について、英語版を作成の上、国外への発信に活用させていた

だく場合があります。 

皆様の地域の特徴や強みを活かしたサステナブルな取組について、ぜひご応募くださ

い！ 

参考：昨年度の受賞作品 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa_award2

020.html 

☆応募テーマ 

食や農林水産業に関わる持続可能なサービス・商品を扱う地域・生産者・事業者の取組を

分かりやすく紹介する動画 

☆応募資格 

食や農林水産業のサステナビリティに関心のある者。団体、企業、学校、NPO、自治体、

地域コミュニティなど、プロ、アマ、年齢等は問いません（個人は除く・未成年は保護者

等の了解を得た上で応募すること）。 

☆応募期間 

令和 3 年 10月 26 日（火曜日）から令和 4年 1 月 5 日（水曜日）まで 

☆応募条件 

(ア)動画の長さは 3 分程度とします。 

(イ)YouTube 対応のファイル形式としてください（.mp4 を推奨）。 

(ウ)ビデオカメラやスマートフォンで撮影の実写、アニメーション、CG、各種動画編集

http://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa_award2020.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa_award2020.html
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ソフトの使用等は問いません。 

(エ)作品は、1 団体 3 点まで応募できます。 

☆応募方法 

応募様式に必要事項を記入の上、アワード事務局アドレス（  SCAFFFaward1※

maff.go.jp ）へメールでお送りください（※を@にしてお送りください）。 

また、審査では YouTube の動画を確認いたしますので、応募する企業や事業者、団体等

の YouTube チャンネルで動画を公開（限定公開可）してください。 

※詳しくは、以下のURL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa2021.ht

ml 

 

〇 「学校給食シンポジウム～地場産物の使用拡大に向けて～」の見逃し配信を開始しました！ 

学校給食における地場産物の活用は、地産地消による食料輸送等に伴う環境負荷の低減や

地域の活性化、持続可能な食の実現にも貢献するものです。しかしながら、地域の関係者等

との交流の程度には地域差があり、地域の農林水産物や食文化を学校給食等に積極的に取り

込むためには課題があります。 

11 月 13 日（土曜日）に岩手県盛岡市で開催されたシンポジウムでは、地場産物活用に

おける効果や課題、解決手法などについて考えていくため、先進事例の紹介やパネルディス

カッションを行いました。 

※詳しくは、以下のURL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/taikai/16th/lunchsympo.html 

 

○ 「みどりの食料システム戦略」を策定しました（再掲） 

我が国の食料・農林水産業が、大規模自然災害、地球温暖化、新型コロナウイルス感染症

を契機とした生産・消費の変化などの様々な政策課題に直面する中、将来にわたって食料の

安定供給を図って行くために、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーシ

ョンで実現する「みどりの食料システム戦略」を策定しました。 

※詳しくは、以下のURL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html 

 

○ 新型コロナウイルス感染症対策情報について 

新型コロナウイルス感染症に関する対策やお願いについて、農林水産省ホームページへま

とめています。 

※詳しくは、以下のURL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html 

 

○ 九州農政局「消費者の部屋」特別展示について 

九州農政局「消費者の部屋」では、食料・農業・農村に関する各種施策情報の提供や普及

啓発を行っています。12 月は、以下のテーマの特別展示を行います。 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa2021.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa2021.html
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/taikai/16th/lunchsympo.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html
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【展示期間】 

○12 月 6 日～12月 17 日「「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンの実施について」 

  外食時の「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンとあわせて、食品ロス削減の取り

組みを周知するためのパネル展示及びチラシの配布を行う。   

〇12 月 20 日～1月 7日「国産家畜の改良と飼料作物種子の増殖」 

国産家畜の改良技術と飼料作物種子の増殖について紹介します。 

【展示場所】 

熊本地方合同庁舎 A 棟 1 階 消費者の部屋 

フードパル熊本「熊本市食品交流会館」（熊本市北区貢町 581-2） 

※詳しくは、以下の URL から九州農政局ホームページ/「消費者の部屋」をご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syouh

isya.html 

********************************************************************************** 

【2】食育イベントのご案内（12月以降の特徴的な取組から） 

※新型コロナウイルスの影響で、中止または延期、施設休館などの場合がありますのでご注

意ください。 

◇福岡県内で「ふくおか地産地消行けば行くほど！＆来れば来るほど！キャンペーン」を開

催 

◇佐賀県嬉野市で「うれしの茶の魅力発信」（常時）                           

◇長崎市で「クリスマスに親子でパン作り《お持ち帰り》《親子講座》」を開催（12 月 19

日） 

◇大分市で「げんきっ子チャレンジクッキング（2021 年度親子料理教室）」を開催 

◇熊本県熊本市で「令和 3 年度熊本県立大学オンライン公開講演会 トモショク（共食）

は有限。食べることは生きること」受講者募集 

◇宮崎県都城市で「都城和牛で贅沢ローストビーフ教室」を開催（12 月 18 日、19 日） 

◇鹿児島市で「グリーンファーム 12 月の体験プログラム」を受付中 

※詳しくは、以下のURL 九州農政局ホームページからご覧になれます。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/event/event.html 

********************************************************************************** 

【3】食育一口メモ 

○ 冬に旬を迎える野菜って？ 

白菜、ほうれん草、大根といった、冬に旬を迎える野菜たち。冬野菜の特徴は、寒さで凍

ることがないよう、細胞に糖を蓄積するため、糖度の高い野菜が多いこと。食べたときに、

冬野菜は甘くておいしいと感じるのはこのためです。また、ビタミンやカロテンなどの栄養

価を多く含む野菜は、免疫力を高め、風邪の予防にも効果があるといわれています。いいこ

とづくしの冬野菜、煮物や鍋など、体が芯から温まる料理に使って、寒い冬を乗り切りまし

ょう。 

※詳しくは、以下の URL から農林水産省ホームページ/「aff（あふ)2019 年 12 月号」を

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syouhisya.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syouhisya.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/event/event.html
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ご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1912/spe2_01.html 

********************************************************************************* 

【4】編集部からのお知らせ 

○ 「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、九州各地で開催される食育イベン

ト、親子料理講座、伝統料理講座、農林漁業体験講座、見学可能な食品工場、市場等につい

てご紹介させていただきます。是非、情報をお寄せいただき、食育の普及啓発にご協力くだ

さい。また、皆さまが開催されたイベント、講座の様子、参加された方の感想等についても

ご紹介させていただきますので、あわせて情報のご提供をお願いいたします。 

※「九州の食育のひろば」に関する詳しい情報は、以下の URL から九州農政局のホームペ

ージをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/hiroba.html 

 

○ 教育ファームのご紹介 

教育ファームとは、一時的なイベントではなく、農林漁業者の指導を受けながら、大人も

子どもも一連の農作業などを体験することで、「食生活が自然の恩恵の上に成り立っている

ことや食に関する人々の様々な活動に支えられていること等に関する理解を深める」などの

効果が発揮される農林漁業体験活動です。 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、農林漁業体験のできる施設をご

紹介していますので、以下の URL から九州農政局のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/kyoikufarm/kyoikufarm.html 

 

○ 子供食堂に関する情報提供のお願い 

子供食堂と連携した地域における食育の推進を図るため、子供食堂に関する情報の発信を

行っています。皆様の身近なところで、子供食堂の取組を行っている団体等があればご紹介

をお願いいたします。 

※詳しくは、以下のURL から農林水産省のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html 

********************************************************************************** 

【編集後記】 

コロナ禍で、新年を迎えるのも 2 年目となり「新しい生活様式」を日常生活に取り入れる

なかで、皆様の「新たな日常」は定着したでしょうか？ 

新型コロナウイルス感染症は、減少傾向に転じておりますが、新たな変異株の出現もあり、

未だ収まる気配はありません。 

気は早いですが、感染拡大防止対策を徹底し、良いお年をお迎えください。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1912/spe2_01.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/hiroba.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/kyoikufarm/kyoikufarm.html
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html
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九州農政局「九州の食育のひろば」の窓口・問い合わせ先 

窓口・問合せ先：九州農政局消費・安全部消費生活課 

住所：熊本市西区春日 2 丁目 10 番 1号（熊本地方合同庁舎 A 棟） 

電話：096-300-6353 ファクス：096-211-9700 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

※情報の提供、配信先の変更・配信停止などは、次の E-mail アドレス宛お知らせください。

E-mail  s-island-kyushu@maff.go.jp 

 

mailto:s-island-kyushu@maff.go.jp

